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【
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光
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【
あ
ら
す
じ
】 

 

２
０
４
９
年
。
山
間
部
に
あ
る
在
京
私
大
の
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
大
学
院
生
（M1

）
の
主
人
公
、

坂
上
健
一
。
二
流
大
学
だ
が
、
何
処
か
ら
流
れ
て
き
た
天
才
研
究
者
の
中
之
条
（D3

）
に
よ
っ
て
、
画
期

的
な
研
究
に
関
わ
っ
て
い
た
。
翌
年
か
ら
始
ま
る
、
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
チ
ー
ム
の
サ
ッ
カ
ー
対
抗
戦
、

ロ
ボ
カ
ッ
プ
に
出
場
す
る
た
め
、
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
開
発
し
て
い
た
の
だ
。 

ロ
ボ
ッ
ト
の
起
動
実
験
を
夕
方
に
控
え
た
朝
、
誤
っ
て
部
品
を
壊
し
て
し
ま
う
坂
上
。
部
品
を
買
い
に

走
ら
さ
れ
、
戻
っ
て
く
る
夕
刻
の
峠
道
、
高
速
で
飛
ば
す
女
性
ラ
イ
ダ
ー
に
追
い
越
さ
れ
る
。 

研
究
室
に
戻
る
と
、
中
之
条
が
一
人
、
坂
上
を
待
っ
て
い
る
。
買
っ
て
き
た
部
品
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
取
り

付
つ
け
る
。
帰
り
し
な
、
落
雷
の
た
め
、
一
瞬
、
停
電
に
な
る
が
直
ぐ
に
復
旧
す
る
。 

翌
日
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
起
動
実
験
を
行
う
。
多
少
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ
た
が
、
成
功
す
る
。
数
日
で
ス
ポ

ー
ツ
選
手
並
み
の
運
動
能
力
を
示
す
。
坂
上
は
感
心
す
る
が
、
内
心
、
疑
問
を
持
つ
中
之
条
。 

あ
る
日
の
夕
方
、
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
運
動
機
能
試
験
を
し
て
い
る
と
、
突
然
ロ
ボ
ッ
ト
が
暴
走
し
、

バ
イ
ク
を
奪
っ
て
走
り
出
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
車
で
追
う
坂
上
達
。 

腕
に
覚
え
が
あ
る
坂
上
だ
っ
た
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
バ
イ
ク
に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
を
見
て
、
先
週
の
バ
イ
ク
事
故
を
思
い
出
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
名
乗
っ
た
名
前
と
、
事

故
の
被
害
者
の
名
前
が
一
致
す
る
の
だ
。 

や
が
て
ロ
ボ
ッ
ト
は
バ
イ
ク
を
乗
り
捨
て
、
街
中
に
徒
歩
で
入
り
込
む
。
遅
れ
て
街
に
到
着
し
た
坂
上

も
、
車
を
降
り
、
徒
歩
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
追
う
。 

祭
り
で
行
き
交
う
人
ご
み
の
中
で
、
自
分
の
真
実
を
知
る
ロ
ボ
ッ
ト
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
追
い
つ
い
た
坂
上

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
支
え
、
あ
る
家
の
前
に
至
る
。
そ
こ
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
馮
依
し
て
い
た
霊
は
、
自
分
の

死
を
悟
り
、
坂
上
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
そ
の
ま
ま
昇
天
す
る
。 
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【
作
品
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
】 

「
淡
く
光
る
、
真
夏
の
夜
の
夢
物
語
」 

 

【
主
人
公
の
人
物
像
】 

山
間
部
に
あ
る
在
京
私
大
の
地
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
大
学
院
生
（M

1

）
の
主
人
公
、
坂
上
健
一
（
２

３
）
。
今
や
珍
し
く
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
を
所
有
し
、
峠
道
を
走
り
込
む
走
り
屋
だ
っ
た
が
、
今

は
引
退
し
て
い
る
。
取
り
立
て
て
正
義
感
が
強
い
と
か
、
そ
ん
な
事
は
な
い
普
通
の
人
間
だ
が
、
ハ
ン
ド

ル
を
握
る
と
若
干
人
格
が
変
わ
る
ら
し
い
。
工
学
系
の
学
生
ら
し
く
、
普
段
は
服
装
に
は
あ
ま
り
頓
着
し

な
い
。 
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タ

イ

ト

ル

「

蛍

光

」

 

脚

本

 

が

ま

は

ち

 

 

登

場

人

物
 

 

坂

上

健

一

（

さ

か

が

み

け

ん

い

ち

：

２

３

）

 

中

之

条

剛

（

な

か

の

じ

ょ

う

つ

よ

し

：

２

６

）

 

一

条

翼

（

い

ち

じ

ょ

う

つ

ば

さ

：

２

２

）

 

西

亜

紀

（

に

し

あ

き

：

２

２

）

 

中

山

み

ど

り

（

な

か

や

ま

み

ど

り

：

２

１

）

 

お

ば

さ

ん

Ａ

（

声

の

み

）

 

お

ば

さ

ん

Ｂ

（

声

の

み

）
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○
 

峠

道

（

夕

）

 

 

山

中

の

峠

道

を

ス

ポ

ー

ツ

カ

ー

タ

イ

プ

の

車

が

走

っ

て

い

る

。

疎

ら

に

行

き

交

う

他

の

車

は

、

ほ

と

ん

ど

が

同

じ

よ

う

な

お

と

な

し

め

の

デ

ザ

イ

ン

。

時

折

、

前

の

車

を

追

い

越

し

て

、

ど

ん

ど

ん

先

へ

進

む

坂

上

健

一

の

、

ス

ポ

ー

テ

ィ

だ

が

、

ち

ょ

っ

と

古

め

の

車

。

 

Ｓ

Ｅ

（

ひ

ぐ

ら

し

の

鳴

き

声

）

 

 

○

 

同

・

車

内

（

夕

）

 

 

坂

上

が

一

人

、

車

を

運

転

し

て

い

る

。

助

手

席

に

は

小

さ

な

包

み

が

一

つ

、

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

で

支

え

ら

れ

て

置

い

て

あ

る

。

 

 

前

方

に

車

が

ど

ん

ど

ん

接

近

し

て

く

る

。

 

坂

上

「

ち

っ

、

こ

れ

だ

か

ら

電

気

は

。

急

い

で

い

る

の

に

・

・

・

」

 

 

慣

れ

た

手

つ

き

で

シ

フ

ト

レ

バ

ー

を

セ

カ

ン

ド

に

落

と

し

、

ア

ク

セ

ル

を

踏

み

込

み

、

バ

ッ

ク

ミ

ラ

ー

と

サ

イ

ド

ミ

ラ

ー

を

ち

ら

っ

と

確

認

し

て

ウ

イ

ン

カ

ー

を

上

げ

、

一

気

に

追

い

抜

く

。

 

 

追

い

抜

き

後

、

シ

フ

ト

レ

バ

ー

を

元

に

戻

す

。

 

坂

上

「

ま

ず

い

な

、

そ

ろ

そ

ろ

降

り

出

し

そ

う

だ

」

 

 

○

 

タ

イ

ト

ル

 

 

○

 

研

究

室

（

朝

・

回

想

）

 

 

大

学

の

研

究

室

。

拡

大

鏡

が

備

え

付

け

ら

れ

た

作

業

机

で

坂

上

が

小

さ

い

部

品

を

組

み

立

て

て

い

る

。

 

 

ふ

と

思

い

出

し

て

、

手

を

止

め

て

言

う

。
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坂

上

「

そ

う

い

や

、

翼

、

つ

い

に

あ

れ

、

手

に

入

れ

た

ん

だ

っ

て

？

」

 

一

条

（
o

f
f

）
「

え

？

な

ん

で

す

か

？

先

輩

」

 

 

顔

に

つ

け

て

い

た

拡

大

鏡

を

頭

に

上

げ

て

、

振

り

向

く

一

条

。

 

 

後

ろ

を

振

り

向

く

坂

上

、

小

さ

な

部

品

を

腕

に

引

っ

掛

け

、
落

と

し

て

し

ま

う

が

気

付

か

な

い

。 

坂

上

「

バ

イ

ク

、

バ

イ

ク

さ

、

ガ

ソ

リ

ン

の

や

つ

」

 

一

条

「

は

、

は

い

。

よ

う

や

く

手

に

入

れ

ら

れ

ま

し

た

。

も

う

、

あ

ち

こ

ち

探

し

て

大

変

で

し

た

よ

」

 

坂

上

「

最

近

は

ガ

ソ

リ

ン

エ

ン

ジ

ン

自

体

、

手

に

入

れ

に

く

く

な

っ

た

か

ら

な

あ

。

世

の

中

は

、

や

れ

電

気

だ

、
燃

料

電

池

だ

と

、
つ

ま

ら

な

く

な

っ

て

」

 

 

側

の

机

で

紙

の

チ

ェ

ッ

ク

リ

ス

ト

の

整

理

を

し

て

い

る

西

が

小

声

で

話

し

か

け

る

。
 

西

「

ま

た

車

の

話

？

」

 

一

条

「

車

じ

ゃ

な

い

、

バ

イ

ク

」

 

西

「

ど

っ

ち

で

も

い

い

け

ど

、

中

之

条

先

輩

、

こ

っ

ち

見

て

る

よ

」

 

 

一

条

、

坂

上

が

、

振

り

向

く

と

、

奧

の

作

業

台

前

で

作

業

を

し

て

い

る

中

之

条

が

こ

っ

ち

を

に

ら

ん

で

い

る

。

 

中

之

条

「

君

た

ち

、

わ

か

っ

て

い

る

ん

だ

ろ

う

ね

。

今

日

の

夕

方

、

い

よ

い

よ

こ

れ

の

起

動

実

験

を

や

る

っ

て

言

う

事

を

。
そ

ん

な

世

間

話

な

ん

か

し

て

、

間

に

合

う

ん

だ

ろ

う

ね

」

 

 

目

の

前

の

ス

テ

ン

レ

ス

製

の

手

術

台

を

思

わ

せ

る

作

業

台

の

上

に

、

大

き

な

マ

ネ

キ

ン

の

よ

う

な

物

体

が

載

っ

て

お

り

、

白

い

布

が

被

せ

て

あ

る

。
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一

条

「

は

、

は

い

、

す

ぐ

作

業

に

戻

り

ま

す

」

 
坂

上

「

わ

、

わ

か

り

ま

し

た

。

直

ち

に

・

・

・

」

 

 
そ

う

言

い

な

が

ら

、

椅

子

を

動

か

す

と

、

 

Ｓ

Ｅ

「

バ

キ

ッ

」

 

西

「

先

輩

？

今

何

か

・

・

・

」

 

坂

上

「

え

っ

？

」
 

 

慌

て

て

椅

子

か

ら

飛

び

降

り

、

足

下

を

調

べ

始

め

る

。

椅

子

の

キ

ャ

ス

タ

ー

で

、

小

さ

な

部

品

を

轢

い

て

、

壊

し

て

し

ま

っ

て

い

た

。

 

坂

上

「

わ

っ

、

ヤ

バ

・

・

・

」

 

 

い

つ

の

間

に

か

側

に

来

て

い

た

一

条

、

 

一

条

「

せ

、

先

輩

。

ど

、

ど

う

す

る

ん

で

す

か

？

こ

れ

、

確

か

・

・

・

」

 

坂

上

「

あ

あ

、

こ

れ

は

確

か

、

補

助

記

憶

に

使

っ

て

い

る

メ

モ

リ

ユ

ニ

ッ

ト

・

・

・

」

 

中

之

条

（

o
f

f

）
「

メ

モ

リ

ユ

ニ

ッ

ト

が

ど

う

し

た

っ

て

？

」

 

 

い

つ

の

間

に

か

そ

こ

に

い

る

中

之

条

 

一

条

「

あ

、

中

之

条

先

輩

・

・

・

」

 

 

す

ご

す

ご

自

席

に

戻

る

一

条

 

坂

上

「

え

？

（

中

之

条

に

気

付

い

て

）

あ

、

こ

、

こ

れ

は

・

・

・

」

 

 

静

か

に

、

し

か

し

秘

め

た

る

怒

り

を

持

っ

て

 

中

之

条

「

さ

・

か

・

が

・

み

。

お

前

、

こ

れ

、

ど

う

す

る

つ

も

り

？

」

 

坂

上

「

そ

、

そ

れ

は

・

・

・

」

 

中

之

条

「

今

日

、

起

動

実

験

だ

っ

た

よ

な

ぁ

」

 

坂

上

「

は

、

は

い

」

 

中

之

条

「
（

時

計

を

見

て

）

ま

だ

、

何

と

か

間

に

合

う

な

。

お

金

は

出

し

て

や

る

か

ら

・

・

・

」
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坂

上

「

は

い

？

」

 
中

之

条

「
（

大

声

で

怒

鳴

っ

て

）

と

っ

と

と

買

っ

て

こ

い

！

」

 

 

○

 

峠

道

・

車

内

（

夕

・

回

想

か

ら

戻

る

）

 

坂

上

「

ま

っ

た

く

、

ひ

ど

い

目

に

あ

っ

た

よ

。

東

京

ま

で

何

時

間

か

か

る

と

思

っ

て

る

ん

だ

。

お

ま

け

に

部

品

、

な

か

な

か

見

つ

か

ら

な

い

し

・

・

・

。

こ

れ

が

ガ

ソ

リ

ン

カ

ー

じ

ゃ

な

か

っ

た

ら

、

今

日

中

な

ん

か

、

絶

対

無

理

だ

っ

た

な

。
・

・

・

ま

あ

、

俺

が

悪

か

っ

た

の

は

間

違

い

な

い

け

ど

・

・

・

何

も

今

日

、

買

い

に

行

か

せ

な

く

と

も

い

い

の

に

な

。
・

・

・

道

が

空

い

て

い

て

、

良

か

っ

た

よ

、

本

当

に

」

 

 

バ

ッ

ク

ミ

ラ

ー

に

光

る

物

が

見

え

る
 

坂

上

「

ん

？

何

だ

？

」

 

 

後

ろ

か

ら

、

一

台

の

大

型

バ

イ

ク

が

接

近

し

て

き

て

い

た

。

全

身

、

そ

し

て

バ

イ

ク

も

黒

ず

く

め

で

、

車

を

ど

ん

ど

ん

追

い

越

し

て

い

る

。

 

坂

上

「

バ

イ

ク

・

・

・

あ

れ

は

、

ガ

ソ

リ

ン

エ

ン

ジ

ン

だ

な

。
・

・

・

速

い

」

 

 

あ

っ

と

い

う

間

に

追

い

つ

く

と

、

坂

上

の

車

を

追

い

越

し

て

行

く

。

追

い

越

す

と

き

、

ラ

イ

ダ

ー

の

シ

ル

エ

ッ

ト

が

見

え

た

。
若

い

女

ら

し

い

。 

坂

上

「

お

、

女

？

」

 

 

ど

ん

ど

ん

先

に

進

み

、

あ

っ

と

い

う

間

に

見

え

な

く

な

る

バ

イ

ク

 

坂

上

「

お

れ

も

そ

こ

そ

こ

速

い

は

ず

だ

が

・

・

・

大

し

た

奴

だ

。
・

・

・

そ

ろ

そ

ろ

降

り

そ

う

だ

し

、

事

故

ら

な

け

れ

ば

い

い

が

・

・

・

お

っ

と

」
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慌

て

て

街

に

入

る

分

か

れ

道

を

曲

が

る

坂

上

 

 

○

 
大

学

の

駐

車

場

（

夜

）

 

 

夕

立

が

降

り

出

し

て

い

た

。
時

折

遠

く

で

雷

鳴

。 

 

停

ま

っ

て

い

る

車

は

疎

ら

。

 

 
 

○

 

研

究

室

（

夜

）
 

 

中

之

条

が

キ

ッ

チ

ン

で

、

コ

ー

ヒ

ー

ミ

ル

で

豆

を

挽

い

て

い

る

。

ガ

ス

コ

ン

ロ

に

は

コ

ー

ヒ

ー

用

の

細

口

の

ポ

ッ

ト

が

掛

か

っ

て

お

り

、

側

に

は

ペ

ー

パ

ー

フ

ィ

ル

タ

ー

の

ド

リ

ッ

パ

ー

が

用

意

さ

れ

て

い

た

。

 

 

部

屋

に

は

他

に

誰

も

い

な

い

。

そ

こ

に

ず

ぶ

濡

れ

の

坂

上

が

入

っ

て

く

る

。

 

坂

上

「

ひ

ゃ

ー

っ

、

冷

た

い

。

つ

い

て

な

い

ぜ

」

 

中

之

条

（

o
f

f

）
「

そ

ろ

そ

ろ

戻

っ

て

く

る

頃

だ

と

思

っ

て

い

た

よ

」

 

 

そ

の

声

に

、

キ

ッ

チ

ン

コ

ー

ナ

ー

を

見

る

と

、

中

之

条

が

挽

き

た

て

の

粉

の

入

っ

た

コ

ー

ヒ

ー

ド

リ

ッ

パ

ー

に

、

お

湯

を

注

い

で

い

る

所

だ

っ

た

。

 

坂

上

「

ん

ー

。

い

い

香

り

。

そ

う

そ

う

、

言

わ

れ

た

メ

モ

リ

チ

ッ

プ

、

買

っ

て

き

ま

し

た

よ

」

 

 

そ

う

言

っ

て

、

目

の

前

の

机

の

上

に

、

包

み

を

置

く

。

 

中

之

条

「

や

あ

、

ご

苦

労

さ

ん

。

ま

あ

、

こ

れ

で

も

飲

ん

で

」

 

 

そ

う

言

っ

て

、

マ

グ

カ

ッ

プ

を

二

つ

も

っ

て

坂

上

に

近

寄

る

。

一

つ

を

坂

上

に

渡

す

。

 

中

之

条

「

う

ー

ん

、

い

つ

も

な

が

ら

、

い

い

香

り

だ

」
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そ

う

言

っ

て

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

む

。

 

 

坂

上

も

渡

さ

れ

た

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

み

、

 

坂

上

「

う

ん

、

う

ま

い

」

 

 

と

呟

く

。

 

中

之

条

「

遅

く

な

り

そ

う

だ

っ

た

ん

で

、

皆

に

は

今

日

は

帰

っ

て

も

ら

っ

た

。

俺

も

こ

れ

を

取

り

付

け

た

ら

、

帰

る

つ

も

り

だ

。

天

気

も

悪

い

し

ね

」

 

Ｓ

Ｅ

（

雷

鳴

）

 

中

之

条

「

こ

い

つ

の

起

動

実

験

は

、

明

日

の

朝

に

す

る

事

に

し

た

」

 

 

そ

う

言

っ

て

、

作

業

台

の

、

白

い

布

の

か

け

ら

れ

た

、

マ

ネ

キ

ン

の

よ

う

な

物

体

を

見

る

。

 

坂

上

「

明

日

な

ん

で

す

か

？

そ

れ

じ

ゃ

、

こ

ん

な

に

急

が

な

く

て

も

良

か

っ

た

の

に

・

・

・

」

 

 

包

み

を

開

け

て

、

部

品

を

取

り

出

し

な

が

ら

、

 

中

之

条

「

君

が

こ

れ

を

壊

さ

な

け

れ

ば

、

今

頃

は

起

動

出

来

て

い

た

ん

だ

け

ど

ね

」

 

坂

上

「

ま

、

そ

れ

は

そ

う

な

ん

で

す

け

ど

・

・

・

」

 

 

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

み

干

し

、

 

中

之

条

「

さ

て

、

じ

ゃ

あ

さ

っ

さ

と

終

わ

ら

せ

て

し

ま

う

か

な

」

 

 

作

業

台

の

片

側

の

布

を

外

す

と

、

マ

ネ

キ

ン

の

よ

う

な

頭

部

が

現

れ

る

。

特

殊

な

工

具

を

使

っ

て

、

そ

の

頭

部

を

開

き

、

小

さ

な

部

品

を

取

り

出

し

、

拡

大

鏡

の

下

で

メ

モ

リ

チ

ッ

プ

を

取

り

付

け

、

そ

れ

を

元

に

戻

す

。

 

Ｓ

Ｅ

（

雷

鳴

）

 

 

頭

部

を

閉

じ

、

布

を

戻

す

。

 

中

之

条

「

さ

て

、

こ

れ

で

完

了

。

雨

が

こ

れ

以

上

ひ

ど

く

な

る

前

に

、

帰

る

か

な

・

・

・

」
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窓

の

外

で

稲

光

が

と

り

わ

け

明

る

く

光

り

、

停

電

に

な

る

。

 

坂

上

「

わ

っ

、

停

電

」

 

中

之

条

「

ど

う

や

ら

近

く

に

落

ち

た

み

た

い

だ

ね

」

 

Ｓ

Ｅ

（

ひ

と

き

わ

大

き

な

雷

鳴

）

 

中

之

条

「

結

構

近

い

な

」

 

 

明

か

り

が

戻

る

。

 

中

之

条

「

ど

う

や

ら

、

ち

ょ

っ

と

引

っ

張

ら

れ

た

だ

け

み

た

い

だ

な

」

 

坂

上

「

ら

し

い

で

す

ね

」
 

中

之

条

「

さ

、

も

っ

と

ひ

ど

く

な

る

前

に

帰

る

ぞ

」

 

坂

上

「

は

、

は

い

」

 

 

部

屋

の

明

か

り

を

消

し

て

、

出

て

行

く

二

人

。

 

 

残

さ

れ

た

暗

い

部

屋

で

は

、

作

業

台

に

載

っ

て

い

る

人

形

が

、

ぼ

ん

や

り

と

光

っ

て

い

る

。

 

 

○

 

研

究

室

（

朝

）

 

 

坂

上

、

中

之

条

、

一

条

、

西

ら

が

研

究

室

の

作

業

台

の

周

り

に

集

ま

っ

て

い

る

。

作

業

台

の

上

に

は

布

を

被

せ

ら

れ

た

マ

ネ

キ

ン

の

よ

う

な

ロ

ボ

ッ

ト

が

横

た

わ

っ

て

い

る

。

 

中

之

条

「

じ

ゃ

あ

、

坂

上

君

、

最

終

チ

ェ

ッ

ク

、

よ

ろ

し

く

」

 

 

作

業

台

か

ら

少

し

離

れ

た

操

作

卓

の

操

作

パ

ネ

ル

を

確

認

し

な

が

ら

、

 

坂

上

「

電

気

系

統

、

燃

料

系

統

、

制

御

系

統

、

す

べ

て

問

題

な

し

」

 

一

条

「

テ

レ

メ

ト

リ

ー

リ

ン

ク

、

接

続

確

認

」

 

西

「

チ

ェ

ッ

ク

リ

ス

ト

、

全

て

ク

リ

ア

し

ま

し

た

」

 

中

之

条

「

よ

し

、
・

・

・

起

動

」
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坂

上

「

起

動

し

ま

す

」

 

 

坂

上

が

制

御

パ

ネ

ル

の

ス

イ

ッ

チ

を

押

す

。

 

中

之

条

「

お

っ

と

」

 

 

中

之

条

が

、

ロ

ボ

ッ

ト

の

顔

の

部

分

の

布

を

取

り

去

る

。
 

 

や

が

て

、
ロ

ボ

ッ

ト

の

目

が

ゆ

っ

く

り

と

開

く

。 

坂

上

「

ロ

ボ

ッ

ト

、

起

動

を

確

認

し

ま

し

た

」

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

音

も

な

く

上

半

身

を

起

こ

す

。

 

一

条

「

さ

す

が

、

人

工

筋

肉

で

出

来

て

る

だ

け

あ

っ

て

、

ロ

ボ

ッ

ト

っ

ぽ

い

音

は

し

ま

せ

ん

ね

」

 

坂

上

「

確

か

、

柔

ら

か

い

素

材

の

皮

膚

も

、

翼

が

作

っ

た

ん

だ

っ

け

？

」

 

一

条

「

は

い

。

細

部

に

ま

で

拘

っ

て

み

ま

し

た

」

 

 

そ

う

言

っ

て

に

や

に

や

す

る

一

条

。

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

の

上

半

身

を

覆

っ

て

い

た

白

い

布

が

は

ら

り

と

落

ち

る

。

下

か

ら

、

女

性

ら

し

い

胸

と

裸

体

が

・

・

・

 

西

「

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

。

な

に

こ

れ

？

何

で

こ

こ

ま

で

」

 

一

条

「

何

っ

て

、

女

性

形

な

ん

だ

か

ら

、

そ

れ

ら

し

く

作

っ

て

み

よ

う

と

・

・

・

」

 

 

顔

を

真

っ

赤

に

し

て

、

 

西

「

ば

、

ば

か

ぁ

。

こ

れ

っ

て

、

セ

ク

ハ

ラ

よ

っ

！

ち

ょ

っ

と

皆

、

一

旦

部

屋

を

出

て

行

っ

て

！

」

 

中

之

条

「

西

君

、

別

に

い

い

じ

ゃ

な

い

か

」

 

西

「

だ

、

だ

め

で

す

っ

！

早

く

出

て

っ

て

！

」

 

 

他

の

皆

を

部

屋

の

外

に

追

い

出

す

。

 

 
 

○

 

研

究

室

前

（

朝

）

 

 

閉

め

出

し

を

食

っ

て

い

る

男

性

陣
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一

条

「

お

ー

い

、

西

よ

ぉ

。

ま

だ

か

ぁ

？

」

 
西

（
o

f
f

）
「

も

う

ち

ょ

っ

と

。

も

う

少

し

待

っ

て

」

 

坂

上

「

一

体

何

を

や

っ

て

る

ん

だ

？

」

 

西

（

o
f
f

）
「

う

ん

、

こ

ん

な

も

ん

か

な

？

い

い

よ

、

入

っ

て

き

て

」

 

中

之

条

「

よ

う

や

く

終

わ

り

ま

し

た

か

」

 

一

条

「

早

く

入

ろ

う

ぜ

」

 

 

研

究

室

の

ド

ア

を

開

け

て

、

入

っ

て

行

く

 

 
 

○

 

研

究

室

（

朝

）

 
 

 

研

究

室

に

入

っ

て

く

る

男

性

陣

 

一

条

「

一

体

何

し

て

た

ん

だ

？

・

・

・

え

？

」

 

坂

上

「

一

体

ど

う

し

た

？

・

・

・

ん

？

」

 

 

そ

こ

に

は

、

作

業

台

に

座

っ

て

い

る

ロ

ボ

ッ

ト

が

い

た

。

上

下

の

体

操

着

を

着

て

、

頭

に

は

か

つ

ら

ま

で

つ

け

て

い

て

、

一

見

す

る

と

普

通

の

女

の

子

に

し

か

見

え

な

い

。

 

西

「

と

り

あ

え

ず

、

私

の

服

を

着

せ

て

み

ま

し

た

」

 

一

条

「

西

の

・

・

・

服

？

」

 

西

「

し

っ

か

し

、

何

で

こ

こ

ま

で

す

る

か

な

ぁ

？

姿

形

と

い

い

、

柔

ら

か

さ

と

い

い

、

ほ

と

ん

ど

生

身

の

女

の

子

だ

よ

」

 

 

そ

う

言

っ

て

、

胸

を

つ

ん

つ

ん

す

る

。

 

中

之

条
「

な

ん

か

、
か

え

っ

て

エ

ッ

チ

じ

ゃ

な

い

？

」

 

 

う

な

ず

く

男

性

陣

一

同

 

坂

上

「

ま

あ

、

来

年

開

催

さ

れ

る

、

人

間

と

の

サ

ッ

カ

ー

の

大

会

、

ロ

ボ

カ

ッ

プ

に

出

場

さ

せ

る

ロ

ボ

ッ

ト

の

プ

ロ

ト

タ

イ

プ

だ

か

ら

、

人

に

怪

我

を

さ

せ

な

い

よ

う

に

、

柔

ら

か

い

素

材

を

使

う

っ

て

の

が

ル

ー

ル

だ

か

ら

、

っ

て

の

が

理

由

だ

け

ど

、

そ
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れ

は

知

っ

て

た

よ

ね

」

 
中

之

条

「

あ

と

、

私

が

開

発

し

た

、

人

工

筋

肉

を

使

っ

て

い

る

か

ら

、

そ

も

そ

も

駆

動

系

が

柔

ら

か

い

素

材

っ

て

の

も

あ

る

け

ど

ね

」

 

一

条

「

プ

ロ

ト

タ

イ

プ

だ

か

ら

、

容

量

に

余

裕

が

あ

る

、

女

性

形

に

し

た

ん

で

し

た

よ

ね

。

胸

が

燃

料

電

池

の

燃

料

の

、

ア

ル

コ

ー

ル

の

タ

ン

ク

も

兼

ね

て

い

て

・

・

・

」
 

西

「

そ

れ

は

知

っ

て

る

。

だ

か

ら

っ

て

、

こ

こ

ま

で

す

る

事

は

・

・

・

」

 

坂

上

「

そ

れ

は

こ

い

つ

の

趣

味

」

 

 

そ

う

言

っ

て

一

条

を

指

差

す
 

一

条

「

先

輩

、

そ

れ

は

ひ

ど

い

・

・

・

」

 

西

「

一

条

君

の

、

バ

カ

ぁ

」

 

 

○

 

大

学

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

昼

）

 

 

人

気

が

少

な

い

大

学

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

。

体

操

服

の

ロ

ボ

ッ

ト

が

、

１

０

０

ｍ

走

の

コ

ー

ス

で

、

ク

ラ

ウ

チ

ン

グ

ス

タ

ー

ト

で

待

っ

て

い

る

。

す

ぐ

脇

に

坂

上

 

坂

上

「

位

置

に

つ

い

て

、

よ

ー

い

、

ド

ン

！

」

 

 

合

図

と

と

も

に

ロ

ボ

ッ

ト

、

ス

ム

ー

ズ

に

立

ち

上

が

り

、

走

り

出

す

。

普

通

の

人

間

の

よ

う

に

自

然

に

、
徐

々

に

加

速

し

て

、
ゴ

ー

ル

に

入

る

。

 

坂

上

「

翼

、

タ

イ

ム

は

？

」

 

 

ゴ

ー

ル

位

置

に

い

る

一

条

、

 

一

条

「

す

ご

い

で

す

、

１

２

秒

９

。

俺

で

も

こ

れ

だ

け

の

速

さ

で

走

れ

る

か

ど

う

か

・

・

・

」

 

 

中

之

条

が

や

っ

て

く

る

 

中

之

条

「

ど

う

だ

、

１

０

０

ｍ

走

の

結

果

は

？

」
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坂

上

「

予

想

以

上

で

す

。

実

に

ス

ム

ー

ズ

に

走

り

ま

す

。

ほ

ん

の

５

日

位

で

こ

こ

ま

で

に

な

る

と

は

。

最

初

は

少

し

ぎ

こ

ち

な

い

動

き

で

し

た

が

、

さ

す

が

、

中

之

条

先

輩

の

作

っ

た

人

工

小

脳

や

大

脳

で

す

ね

。

参

り

ま

し

た

」

 

中

之

条

「

そ

り

ゃ

、

こ

の

天

才

研

究

者

、

こ

の

俺

が

作

っ

た

ニ

ュ

ー

ロ

人

工

脳

だ

。

こ

の

位

、

想

定

の

範

囲

だ

よ

。

は

は

は

」

 

 

そ

う

言

っ

て

胸

を

張

る

 

坂

上

「

流

石

で

す

ね

。

ち

ょ

っ

と

し

た

ス

ポ

ー

ツ

選

手

並

み

で

す

よ

」

 

中

之

条

「

当

然

だ

」

 

中

之

条

（

Ｍ

）
「

い

や

、

そ

れ

に

し

た

っ

て

こ

こ

ま

で

と

は

・

・

・

。

確

か

に

、

運

動

機

能

の

学

習

を

終

え

た

後

で

は

、

こ

の

く

ら

い

当

然

だ

が

、

わ

ず

か

５

日

で

と

は

・

・

・

。

ま

、

結

果

オ

ー

ラ

イ

と

す

る

か

」

 

中

之

条

「

よ

し

、

今

日

は

こ

の

く

ら

い

に

し

て

お

こ

う

。

研

究

室

に

戻

る

ぞ

」

 

 

一

同

そ

ろ

っ

て

研

究

室

へ

向

か

っ

て

歩

き

始

め

る

。
一

緒

に

歩

い

て

い

る

ロ

ボ

ッ

ト
（

み

ど

り

）

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

誰

？

・

・

・

私

は

誰

？

・

・

・

私

は

ど

う

し

て

こ

こ

に

い

る

の

？

」

 

 

○

 

研

究

室

（

朝

・

回

想

）

 

 

暗

転

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

誰

？

・

・

・

私

は

誰

？

。

気

が

つ

い

た

ら

こ

こ

に

い

た

。

目

を

開

け

る

と

こ

こ

に

い

た

」

 

 

目

を

開

け

る

。

ロ

ボ

ッ

ト

視

点

で

研

究

室

の

起
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動

実

験

の

シ

ー

ン

。

上

半

身

起

き

上

が

っ

た

視

点

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

気

が

つ

い

た

ら

、

知

ら

な

い

人

た

ち

の

中

に

い

た

・

・

・

何

を

し

て

い

る

の

か

わ

か

ら

な

か

っ

た

。

動

く

よ

う

に

言

わ

れ

て

も

、

思

う

よ

う

に

動

け

な

か

っ

た

・

・

・

」

 

 

○

 

研

究

室

（

昼

・

回

想

）

 

 

歩

行

訓

練

の

シ

ー

ン

。

西

に

手

を

支

え

ら

れ

な

が

ら

、

ゆ

っ

く

り

と

歩

く

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

最

初

は

思

う

よ

う

に

動

け

な

か

っ

た

・

・

・

一

生

懸

命

練

習

し

て

・

・

・

や

が

て

動

け

る

よ

う

に

な

っ

た

・

・

・

昔

み

た

い

に

・

・

・

昔

み

た

い

に

？

」

 

 

○

 

大

学

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

昼

・

回

想

）

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

ク

ラ

ウ

チ

ン

グ

ス

タ

ー

ト

で

待

っ

て

い

る

。

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

言

わ

れ

る

ま

ま

、

走

っ

た

。

期

待

に

応

え

ら

れ

て

、

嬉

し

か

っ

た

。

ま

た

、

頑

張

る

」

 

坂

上

「

位

置

に

つ

い

て

、

よ

ー

い

、

ド

ン

！

」

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

１

０

０

ｍ

を

走

り

始

め

る

。

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

走

る

。

私

は

走

る

。

期

待

に

応

え

て

、

私

は

走

る

。

皆

が

褒

め

て

く

れ

る

。
・

・

・

昔

み

た

い

に

・

・

・

昔

み

た

い

に

？

」

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

別

の

シ

ー

ン

。

生

前

の

高

校

生

の

み

ど

り

、

１

０

０

ｍ

走

を

走

っ

て

い

る

。

周

り

に

歓

声

。

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

ゴ

ー

ル

イ

ン

す

る
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嬉

し

そ

う

に

周

り

で

話

し

て

い

る

。

 
中

之

条

「

よ

し

、

今

日

は

こ

の

く

ら

い

に

し

て

お

こ

う

。

研

究

室

に

戻

る

ぞ

」

 

 

一

同

そ

ろ

っ

て

研

究

室

へ

向

か

っ

て

歩

き

始

め

る

。
一

緒

に

歩

い

て

い

る

ロ

ボ

ッ

ト
（

み

ど

り

）

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

誰

？

・

・

・

私

は

誰

？

・

・

・

私

は

ど

う

し

て

こ

こ

に

い

る

の

？

」

 

 

○

 

大

学

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

夕

）

 
 

 

別

の

日

。

坂

上

と

西

が

つ

い

て

、

運

動

機

能

訓

練

を

し

て

い

る

。

ス

タ

ー

ト

地

点

に

坂

上

と

ロ

ボ

ッ

ト

（

み

ど

り

）
。

ロ

ボ

ッ

ト

、

ス

タ

ー

テ

ィ

ン

グ

ポ

ジ

シ

ョ

ン

。

 

坂

上

「

よ

ー

し

、

西

。

最

後

に

も

う

一

本

、

行

く

ぞ

。

い

い

か

？

」

 

 

ゴ

ー

ル

の

西

、

手

を

振

っ

て

 

西

「

は

ー

い

、

準

備

Ｏ

Ｋ

で

す

。

い

つ

で

も

ど

う

ぞ

」

 

坂

上

「

じ

ゃ

あ

、

１

０

０

ｍ

ハ

ー

ド

ル

。

ヨ

ー

イ

、

ド

ン

」

 

 

合

図

と

と

も

に

ロ

ボ

ッ

ト

、

走

り

出

す

。

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

走

る

。

私

は

走

る

。

言

わ

れ

る

ま

ま

に

、

私

は

走

る

。

ど

う

し

て

走

る

の

？

命

令

だ

か

ら

？

褒

め

ら

れ

る

の

が

嬉

し

い

か

ら

？

」

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

別

の

シ

ー

ン

。

高

校

生

時

代

の

み

ど

り

、

や

は

り

ハ

ー

ド

ル

を

走

っ

て

い

る

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

こ

れ

は

、

何

？

こ

れ

は

私

の

記

憶

？

・

・

・

私

は

誰

？

私

は

・

・

・

」

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

ゴ

ー

ル

す

る

。
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ス

ト

ッ

プ

ウ

ォ

ッ

チ

を

押

し

て

、

タ

イ

ム

を

確

認

す

る

西

 

西

「

え

え

と

、

１

４

秒

３

と

。

大

し

た

記

録

ね

。

陸

上

の

選

手

に

な

れ

る

よ

、

こ

れ

は

」

 

 

＊

 
＊

 

＊

 

 

陸

上

の

成

績

表

の

映

像

。

そ

の

中

に

、

中

山

み

ど

り

の

名

前

が

あ

る

 

 

＊

 

＊

 

＊

 
 

 

坂

上

が

走

っ

て

き

て

、

西

と

は

し

ゃ

い

で

い

る

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

誰

？

私

は

・

・

・

み

ど

り

。

こ

れ

は

私

の

名

前

？

・

・

・

私

の

名

前

は

・

・

・

中

山

み

ど

り

？

」

 

 

風

に

乗

っ

て

、

遠

く

か

ら

盆

踊

り

の

音

が

聞

こ

え

て

く

る

 

坂

上

「

・

・

・

ん

？

な

ん

か

音

、

し

な

い

か

？

」

 

西

「

え

？

音

？

・

・

・

あ

あ

、

こ

れ

は

盆

踊

り

・

・

・

盆

踊

り

の

音

ね

」

 

坂

上

「

そ

う

か

、

盆

踊

り

・

・

・

確

か

に

そ

う

だ

。

盆

踊

り

だ

。

も

う

、

そ

ん

な

時

期

な

ん

だ

な

」

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

み

ど

り

。

中

山

み

ど

り

。
・

・

・

盆

踊

り

？

・

・

・

こ

の

音

は

、

盆

踊

り

」

 

み

ど

り

「

帰

ら

な

き

ゃ

」

 

 

た

わ

い

の

な

い

話

を

し

て

い

た

坂

上

と

西

、

そ

の

声

に

気

付

い

て

 

西

「

え

っ

？

」

 

坂

上

「

何

？

帰

る

？

」

 

み

ど

り

「

帰

ら

な

き

ゃ

、

帰

ら

な

き

ゃ

。

私

は

み

ど

り

」

 

坂

上

「

え

？

何

言

っ

て

る

？

」

 

西

「

み

ど

り

？

み

ど

り

っ

て

、

誰

？

」
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ふ

と

見

る

と

、

向

こ

う

に

一

条

が

、

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

や

っ

て

き

て

い

た

。

バ

イ

ク

を

止

め

、

側

に

立

っ

て

、

大

声

で

 

一

条

「

せ

ん

ぱ

ー

い

、

坂

上

せ

ん

ぱ

ー

い

。

見

て

く

だ

さ

い

！

こ

れ

が

僕

の

バ

イ

ク

で

す

よ

ー

」

 

み

ど

り

「

バ

イ

ク

？

そ

う

、

バ

イ

ク

。

帰

ら

な

き

ゃ

」

 

 

そ

う

い

っ

て

、

一

条

の

バ

イ

ク

に

向

か

っ

て

走

り

出

す

ロ

ボ

ッ

ト

の

み

ど

り

 

坂

上

「

バ

イ

ク

っ

て

、

ま

さ

か

。

あ

の

ロ

ボ

ッ

ト

、

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

帰

る

つ

も

り

な

の

か

？

ま

さ

か

？

ど

こ

に

？

」

 

西
「

先

輩

、
も

う

あ

ん

な

と

こ

ま

で

行

っ

て

ま

す

よ

。

止

め

な

く

て

い

い

ん

で

す

か

」

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

も

う

中

間

地

点

ま

で

行

っ

て

い

る

 

坂

上

「

そ

、

そ

う

だ

っ

た

。
（

大

声

で

）

お

ー

い

、

つ

ば

さ

ー

っ

。

そ

の

ロ

ボ

ッ

ト

を

止

め

ろ

ー

」

 

一

条

「

え

ー

っ

？

先

輩

、

何

で

す

か

ー

？

」

 

坂

上

「

ロ

ボ

ッ

ト

を

と

・

め

・

ろ

ー

」

 

一

条

「

え

ー

っ

？

ロ

ボ

ッ

ト

を

ど

う

す

る

ん

で

す

か

？

」

 

西

「

止

め

る

の

よ

、

と

・

め

・

る

・

の

！

」

 

一

条

「

ロ

ボ

ッ

ト

を

と

め

る

？

」

 

 

気

付

く

と

、

ロ

ボ

ッ

ト

は

一

条

の

バ

イ

ク

の

す

ぐ

そ

ば

ま

で

来

て

い

た

 

一

条

「

え

、

ロ

ボ

ッ

ト

が

こ

ん

な

と

こ

に

。
（

ロ

ボ

ッ

ト

に

向

か

っ

て

）

一

体

ど

う

し

た

の

？

」

 

み

ど

り

「

帰

ら

な

き

ゃ

。

帰

ら

な

き

ゃ

、

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

」

 

一

条

「

え

？

バ

イ

ク

？

乗

っ

て

？

」

 

 

慣

れ

た

仕

草

で

ひ

ら

り

と

バ

イ

ク

に

飛

び

乗

り

、
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付

い

て

い

た

キ

ー

を

回

し

て

エ

ン

ジ

ン

を

か

け

、

そ

の

ま

ま

走

り

出

し

て

し

ま

う

。

 

一

条

「

え

？

何

？

俺

の

、

俺

の

バ

イ

ク

？

・

・

・

何

処

行

く

ん

だ

よ

」

 

坂

上

「

ば

か

。

翼

め

、

し

く

じ

り

や

が

っ

て

。
（

大

声

で

）

つ

ば

さ

ー

！

追

え

ー

っ

。

バ

イ

ク

を

追

う

ん

だ

ー

っ

」

 

 

西

の

方

を

振

り

向

い

て

、

 

坂

上

「

西

、

お

前

も

一

緒

に

追

っ

て

く

れ

、

俺

は

車

を

取

っ

て

く

る

」

 

西

「

わ

か

り

ま

し

た

」

 

 

○

 

大

学

校

門

前

（

夕

）

 

 

一

条

と

西

が

走

り

去

る

バ

イ

ク

を

追

っ

て

、

校

門

に

向

か

っ

て

走

っ

て

い

る

。

 

一

条

「

お

ー

い

、

待

て

ー

っ

」

 

西

「

待

ち

な

さ

い

ー

っ

」

 

 

そ

こ

に

ス

ポ

ー

ツ

カ

ー

タ

イ

プ

の

車

が

や

っ

て

き

て

、

停

ま

る

。

窓

か

ら

顔

を

出

し

て

、

 

坂

上

「

さ

あ

、

乗

れ

、

早

く

っ

！

」

 

 

慌

て

て

乗

り

込

む

二

人

 

坂

上

「

よ

し

、

飛

ば

す

ぞ

っ

！

捕

ま

っ

て

ろ

」

 

 

西

が

助

手

席

に

、

一

条

が

後

席

に

座

り

、

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

を

締

め

、

慌

て

て

手

す

り

に

つ

か

ま

る

。

 

 

タ

イ

ヤ

の

空

転

音

が

し

て

、

一

気

に

加

速

し

て

発

進

す

る

 

 

○

 

車

内

（

夕

）

 

 

坂

上

が

運

転

し

、

西

と

一

条

が

同

乗

し

て

、

ロ
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ボ

ッ

ト

の

バ

イ

ク

を

追

っ

て

い

る

 
西

「

も

う

あ

ん

な

と

こ

ま

で

行

っ

て

る

」

 

坂

上

「

な

ん

て

速

さ

だ

。

よ

し

、

追

い

つ

く

ぞ

」

 

 

ア

ク

セ

ル

を

さ

ら

に

踏

み

込

む

 

 

席

に

押

し

付

け

ら

れ

る

二

人

 

西

「

き

ゃ

っ

、

何

で

す

か

、

こ

の

加

速

」

 

坂

上

「

こ

れ

が

ガ

ソ

リ

ン

エ

ン

ジ

ン

の

加

速

だ

。

い

い

か

ら

黙

っ

て

ろ

」
 

一

条

「

先

輩

、

実

は

あ

の

バ

イ

ク

、

ガ

ソ

リ

ン

が

あ

と

少

し

し

か

入

っ

て

い

ま

せ

ん

。

そ

う

遠

く

ま

で

は

行

け

な

い

は

ず

で

す

」
 

坂

上

「

そ

う

か

、

そ

れ

な

ら

希

望

が

出

て

き

た

な

」

 

西

「

峠

に

向

か

っ

て

る

み

た

い

だ

よ

」

 

坂

上

「

峠

だ

と

？

確

か

に

。

こ

れ

は

好

都

合

だ

。

峠

道

で

俺

に

勝

と

う

な

ん

て

、

百

年

早

い

ぜ

」

 

 

○

 

峠

道

（

夕

）

 

 

峠

道

を

、

ロ

ボ

ッ

ト

の

乗

っ

た

バ

イ

ク

を

追

っ

て

、

飛

ば

す

坂

上

の

車

。

そ

れ

ほ

ど

多

く

な

い

交

通

量

の

道

を

、

互

い

に

ど

ん

ど

ん

通

行

車

を

追

い

越

し

な

が

ら

、

追

い

か

け

て

い

る

 

西

（

o
f
f

）
「

先

輩

、

全

然

追

い

つ

か

な

い

ん

で

す

け

ど

」

 

坂

上

（

o
f
f

）
「

黙

っ

て

ろ

、

舌

か

む

ぞ

」

 

 

カ

ー

ブ

を

、

ス

リ

ッ

プ

音

を

立

て

て

曲

が

っ

て

行

く

 

 

○

 

同

・

車

内

（

夕

）

 

 

坂

上

が

、

忙

し

く

シ

フ

ト

レ

バ

ー

を

操

作

し

、

ペ

ダ

ル

操

作

を

し

な

が

ら

必

死

に

バ

イ

ク

を

追
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っ

て

い

る

 
一

条

「

先

輩

、

も

っ

と

飛

ば

し

て

く

だ

さ

い

よ

」

 

坂

上

「

黙

っ

て

ろ

、

今

、

追

い

つ

く

」

 

坂

上

（

Ｍ

）
「

と

は

い

え

、

な

ん

て

言

う

速

さ

だ

。

俺

が

こ

れ

だ

け

真

剣

に

走

っ

て

い

る

の

に

、

あ

ん

な

バ

イ

ク

に

追

い

つ

け

な

い

と

は

・

・

・

何

と

か

離

さ

れ

ず

に

つ

い

て

行

く

の

が

や

っ

と

だ

」

 

 

遠

く

に

見

え

る

ロ

ボ

ッ

ト

が

乗

る

バ

イ

ク

、

奇

麗

な

リ

ー

ン

イ

ン

の

フ

ォ

ー

ム

で

ひ

ら

り

ひ

ら

り

と

カ

ー

ブ

を

回

っ

て

行

く

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

フ

ラ

ッ

シ

ュ

バ

ッ

ク

。

あ

の

日

の

黒

ず

く

め

の

女

の

バ

イ

ク

と

フ

ォ

ー

ム

が

重

な

る

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

坂

上

（

Ｍ

）
「

あ

の

女

？

ま

さ

か

、

ま

さ

か

な

？

」

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

バ

イ

ク

自

爆

死

亡

事

故

の

記

事

の

新

聞

記

事

。

そ

の

中

に

、

中

山

み

ど

り

（

２

１

）

の

名

が

あ

る

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

坂

上

（

Ｍ

）
「

確

か

、

名

前

は

・

・

・

中

山

み

ど

り

？

」

 

坂

上

「

お

い

、

翼

、

先

週

の

バ

イ

ク

事

故

の

ニ

ュ

ー

ス

、

覚

え

て

い

る

か

？

」

 

一

条

「

何

言

っ

て

る

ん

で

す

か

、

僕

が

そ

ん

な

事

、

覚

え

て

い

る

は

ず

、

な

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

 

坂

上

「

い

ば

る

な

」

 

西

「

バ

イ

ク

事

故

？

そ

う

言

え

ば

覚

え

て

い

ま

す

。

確

か

歳

が

近

い

女

の

子

だ

っ

た

ん

で

、

目

に

留

ま

っ

た

ん

で

す

。

名

前

は

確

か

、

中

山

・

・

・

」

 

坂

上

、

西

「

み

ど

り

」
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西

「

え

っ

、

そ

、

そ

う

で

す

。

確

か

、

中

山

み

ど

り

、

２

１

歳

の

レ

ー

サ

ー

志

望

の

女

子

大

生

だ

と

か

・

・

・

」

 

一

条
「

そ

れ

が

ど

う

し

た

ん

で

す

か

？

こ

ん

な

時

に

」 

西

「

あ

れ

っ

？

み

ど

り

っ

て

、

ど

こ

か

で

・

・

・

あ

っ

」

 

坂

上

「

そ

う

だ

、

確

か

あ

の

ロ

ボ

ッ

ト

が

名

乗

っ

た

名

だ

」

 

西

「

は

、

は

い

、

確

か

そ

ん

な

事

言

っ

て

ま

し

た

よ

ね

」

 

一

条

「

一

体

、

何

の

事

で

す

か

？

み

ど

り

っ

て

何

で

す

か

？

」

 

坂

上

「

西

、

説

明

し

て

や

っ

て

く

れ

」

 

西

「

一

条

君

、

い

い

？

あ

の

ロ

ボ

ッ

ト

が

暴

走

し

だ

し

た

と

き

、

自

分

の

事

を

『

み

ど

り

』

っ

て

名

乗

っ

た

の

よ

。

最

初

は

何

の

事

か

わ

か

ら

な

か

っ

た

け

ど

」

 

一

条

「

そ

れ

が

、

何

か

関

係

あ

る

の

か

？

」

 

坂

上

「

西

、

事

故

は

い

つ

の

事

だ

っ

た

？

」

 

西

「

あ

れ

は

確

か

・

・

・

そ

う

、

最

初

の

起

動

実

験

の

予

定

日

で

、

坂

上

先

輩

が

買

い

出

し

に

走

っ

た

日

で

し

た

」

 

坂

上

「

そ

う

、

あ

の

日

。

あ

の

日

の

夜

。

あ

の

夕

立

の

夜

だ

」

 

一

条

「

そ

れ

が

ど

う

し

た

ん

で

す

か

？

」

 

坂

上

「

見

た

ん

だ

よ

。

俺

は

あ

の

日

、

バ

イ

ク

に

乗

っ

た

女

を

。

ち

ょ

う

ど

、

あ

ん

な

フ

ォ

ー

ム

で

走

っ

て

い

た

」

 

 

そ

う

言

っ

て

、

前

を

走

る

バ

イ

ク

を

指

す

 

一

条

「

見

た

っ

て

、

そ

れ

が

ど

う

し

た

ん

で

す

か

？
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だ

か

ら

っ

て

、

関

係

な

い

で

し

ょ

。

ま

さ

か

」

 
西

「

ま

さ

か

？

」

 

坂

上

「

そ

の

ま

さ

か

だ

。

ひ

ょ

っ

と

し

た

ら

、

そ

の

ま

さ

か

か

も

し

れ

な

い

」

 

一

条

「

そ

ん

な

ば

か

な

。

そ

ん

な

こ

と

、

あ

る

わ

け

な

い

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」

 

西

「

じ

ゃ

あ

、

こ

の

現

実

は

、

ど

う

説

明

す

る

訳

？

偶

然

同

じ

名

前

を

名

乗

っ

て

、

同

じ

『

バ

イ

ク

』

で

、

同

じ

フ

ォ

ー

ム

で

、

何

故

走

っ

て

い

る

の

？

そ

も

そ

も

私

た

ち

、

バ

イ

ク

の

乗

り

方

な

ん

て

、

あ

の

ロ

ボ

ッ

ト

に

教

え

て

な

い

で

し

ょ

？

そ

れ

な

の

に

、

初

め

て

な

の

に

、

ど

う

し

て

あ

ん

な

に

う

ま

く

、

走

れ

る

の

？

」

 

一

条

「

そ

、

そ

れ

は

・

・

・

」

 

坂

上

「

あ

の

時

も

、

今

も

、

俺

が

追

い

つ

け

な

か

っ

た

。

こ

の

俺

が

。

い

や

、

今

は

あ

の

時

よ

り

は

マ

シ

か

な

。
あ

の

時

は

大

型

バ

イ

ク

だ

っ

た

か

ら

な

」 

一

条

「

な

ん

で

す

か

、

俺

の

バ

イ

ク

が

遅

い

、

っ

て

言

っ

て

る

ん

で

す

か

？

失

礼

な

」

 

坂

上

「

言

っ

て

る

ん

だ

よ

。

お

陰

で

追

い

つ

け

て

い

る

」

 

一

条

「

ひ

ど

い

な

、

先

輩

」

 

坂

上

「

と

こ

ろ

で

翼

、

あ

と

ど

れ

位

、

走

れ

る

ん

だ

？

あ

の

バ

イ

ク

で

」

 

一

条

「

よ

、

よ

く

分

か

り

ま

せ

ん

が

、

残

量

か

ら

考

え

て

、

１

０

分

っ

て

と

こ

ろ

で

し

ょ

う

か

。

も

う

か

な

り

走

っ

て

ま

す

し

」

 

坂

上

「

１

０

分

か

。

西

、

あ

の

ロ

ボ

ッ

ト

が

向

か

っ

て

い

る

先

が

わ

か

る

か

？

」

 

西

「

向

か

っ

た

先

？

あ

、

そ

う

か

。

確

か

『

帰

る

』
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と

か

言

っ

て

た

か

ら

、

実

家

？

」

 
一

条

「

実

家

っ

て

、

ど

こ

で

す

か

？

」

 

西

「

確

か

、

隣

町

の

・

・

・

あ

、

そ

う

か

」

 

坂

上

「

そ

う

だ

、

多

分

そ

こ

だ

」

 

西

「

隣

町

な

ら

、

ぎ

り

ぎ

り

な

ん

と

か

な

り

ま

す

か

ね

」

 

坂

上

「

西

、

あ

と

あ

の

ロ

ボ

ッ

ト

は

ど

の

位

動

け

る

だ

け

の

燃

料

が

残

っ

て

る

？

」

 

西
「

確

か

残

り

が

３

０

分

位

だ

っ

た

か

ら

、
あ

と

・
・

・

あ

、

や

っ

ぱ

り

１

０

分

く

ら

い

で

す

ね

」

 

坂

上

「

よ

し

、

追

い

つ

く

ぞ

」
 

 

○

 

隣

町

・

参

道

入

口

（

夜

）

 

 

日

が

落

ち

て

暗

く

な

っ

て

い

る

。

神

社

の

参

道

の

入

口

の

道

で

は

、

交

通

規

制

が

掛

か

っ

て

お

り

、

神

社

の

境

内

に

は

出

店

が

出

て

い

る

。

遠

く

で

盆

踊

り

の

音

が

聞

こ

え

る

。

 

 

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

ロ

ボ

ッ

ト

が

や

っ

て

く

る

。

ガ

ソ

リ

ン

切

れ

で

エ

ン

ジ

ン

が

停

止

し

、

停

ま

っ

て

し

ま

う

。

そ

こ

で

バ

イ

ク

を

乗

り

捨

て

、

参

道

入

口

へ

歩

き

出

す

ロ

ボ

ッ

ト

。

 

 

そ

こ

へ

遅

れ

て

や

っ

て

く

る

坂

上

の

車

。

停

車

す

る

。

 

坂

上

「

こ

こ

か

ら

は

車

で

は

行

け

な

い

な

」

 

 

放

置

さ

れ

た

自

分

の

バ

イ

ク

を

見

つ

け

て

、

 

一

条

「

あ

ー

っ

、

俺

の

バ

イ

ク

・

・

・

」

 

 

慌

て

て

飛

び

降

り

、

バ

イ

ク

に

向

か

う

。

 

西

「

あ

っ

、

ロ

ボ

ッ

ト

発

見

。

あ

そ

こ

に

・

・

・

」

 

 

指

差

す

方

を

見

て

 

坂

上

「

あ

っ

、

わ

か

っ

た

。

み

つ

け

た

。
（

振

り

向
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い

て

）

西

、

ち

ょ

っ

と

車

を

見

て

て

く

れ

。

俺

は

後

を

追

う

」

 
西

「

わ

か

り

ま

し

た

。

気

を

つ

け

て

」

 

 

車

を

降

り

て

、

追

い

か

け

る

坂

上

 

 

○

 

神

社

の

参

道

・
（

夜

）

 

 

お

祭

り

で

人

が

出

て

い

る

が

、

小

さ

な

町

な

の

で

、

そ

れ

ほ

ど

で

も

な

い

。

そ

の

中

を

、

夢

遊

病

者

の

よ

う

に

フ

ワ

フ

ワ

と

歩

く

ロ

ボ

ッ

ト

の

み

ど

り

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

み

ど

り

。

中

山

み

ど

り

。

帰

ら

な

き

ゃ

、

帰

ら

な

き

ゃ

」

 

 

歩

き

続

け

る

み

ど

り

 

 

人

ご

み

の

中

か

ら

聞

こ

え

て

く

る

声

 

お

ば

さ

ん

Ａ

（

o
f

f

）
「

そ

う

い

え

ば

、

中

山

さ

ん

ち

の

お

嬢

さ

ん

、

確

か

今

年

は

戻

っ

て

く

る

っ

て

言

っ

て

た

わ

よ

ね

。

確

か

、

レ

ー

ス

と

か

で

忙

し

く

て

、

大

学

行

っ

て

か

ら

、

一

度

も

戻

っ

て

こ

な

か

っ

た

と

か

。

ご

両

親

、

お

喜

び

で

し

ょ

う

ね

」

 

お

ば

さ

ん

Ｂ

（

o
f

f

）
「

あ

な

た

、

何

言

っ

て

る

の

。

あ

の

お

嬢

さ

ん

の

事

故

、

知

ら

な

い

の

？

」

 

お

ば

さ

ん

Ａ

（

o
f

f

）
「

事

故

？

」

 

お

ば

さ

ん

Ｂ

（

o
f

f

）
「

ほ

ら

、

先

週

、

バ

イ

ク

事

故

の

ニ

ュ

ー

ス

、

知

ら

な

い

？

」

 

お

ば

さ

ん

Ａ

（

o
f

f

）
「

あ

あ

、

あ

の

ニ

ュ

ー

ス

ね

。

知

っ

て

る

わ

。

痛

ま

し

い

事

故

よ

ね

。

ま

だ

若

い

の

に

」

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

事

故

？

」

 

お

ば

さ

ん

Ｂ

（

o
f

f

）
「

あ

の

事

故

で

死

ん

だ

の

が

、

中

山

さ

ん

ち

の

お

嬢

さ

ん

、

み

ど

り

ち

ゃ

ん

な

の
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よ

」

 
み

ど

り

（

Ｍ

）
「

死

ん

だ

？

中

山

さ

ん

ち

の

み

ど

り

ち

ゃ

ん

？

」

 

お

ば

さ

ん

Ａ

（

o
f

f

）
「

え

、

そ

う

な

の

？

知

ら

な

か

っ

た

わ

。

儚

い

も

の

ね

、

人

の

命

っ

て

」

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

事

故

？

死

ん

だ

？

中

山

み

ど

り

？

・

・

・

私

の

名

前

は

・

・

・

中

山

・

・

・

み

ど

り

・

・

・

」

 

 

人

の

波

の

間

を

歩

き

続

け

る

み

ど

り

。

周

り

が

暗

い

の

で

、

誰

も

不

審

に

は

思

わ

な

い

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

死

ん

だ

？

私

は

・

・

・

死

ん

だ

の

？

」

 

 

そ

ろ

そ

ろ

ロ

ボ

ッ

ト

の

燃

料

切

れ

が

近

づ

き

、

動

き

が

緩

慢

に

な

っ

て

く

る

。
 

坂

上

「

見

つ

け

た

。

見

つ

け

た

ぞ

。
・

・

・

み

ど

り

さ

ん

」

 

 

そ

う

言

っ

て

ロ

ボ

ッ

ト

の

み

ど

り

の

手

を

掴

む

 

み

ど

り

（

Ｍ

）
「

私

は

・

・

・

死

ん

だ

の

？

」
 

み

ど

り

「

確

か

め

な

き

ゃ

、

行

か

な

く

ち

ゃ

」

 

坂

上

「

お

、

お

い

」

 

 

み

ど

り

に

引

っ

張

ら

れ

て

歩

く

坂

上

。

そ

の

力

は

弱

々

し

く

な

っ

て

い

る

 

み

ど

り

「

行

か

な

く

ち

ゃ

、

確

か

め

な

き

ゃ

」

 

 

そ

う

言

っ

て

ふ

ら

つ

く

み

ど

り

 

坂

上

「

お

い

、

だ

い

じ

ょ

う

ぶ

か

？

」

 

み

ど

り

「

行

か

な

く

ち

ゃ

、

帰

ら

な

き

ゃ

」

 

坂

上

「

わ

、

わ

か

っ

た

。

わ

か

っ

た

よ

。

好

き

に

す

る

が

い

い

。

最

後

ま

で

つ

き

あ

う

よ

」

 

 

坂

上

、

み

ど

り

に

肩

を

貸

し

、

行

き

た

い

方

向

に

行

け

る

よ

う

に

、

手

助

け

す

る

 

み

ど

り

「

行

か

な

く

ち

ゃ

、

帰

ら

な

き

ゃ

」
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坂

上

と

一

緒

に

歩

い

て

い

く

み

ど

り

 

 

○

 
み

ど

り

の

家

の

前

（

夜

）

 
 

 

賑

や

か

な

参

道

か

ら

一

歩

外

れ

た

家

。

お

盆

の

送

り

火

が

焚

か

れ

て

い

る

。

 

 

も

う

足

取

り

は

弱

々

し

い

。

何

と

か

坂

上

が

支

え

て

歩

い

て

い

る

 

坂

上

「

お

い

、

大

丈

夫

か

。

歩

け

る

か

？

」

 

み

ど

り

「

あ

そ

こ

は

・

・

・

私

の

家

・

・

・

帰

ら

な

き

ゃ

・

・

・

確

か

め

な

き

ゃ

」

 

坂

上

「

そ

こ

な

の

か

？

そ

こ

の

家

が

、

お

前

の

実

家

な

の

か

？

」

 

 

半

ば

引

き

ず

る

よ

う

に

し

て

、

み

ど

り

を

家

の

前

ま

で

連

れ

て

行

く

 

 

縁

側

か

ら

、

室

内

が

見

え

る

。

仏

壇

に

、

真

新

し

い

写

真

が

飾

っ

て

あ

っ

た

。

そ

の

写

真

は

、

中

山

み

ど

り

、

そ

の

人

だ

っ

た

。

 

み

ど

り

「

あ

れ

は

、

私

。

私

は

中

山

み

ど

り

」

 

坂

上

「

お

い

、

大

丈

夫

か

」

 

み

ど

り

「

私

、

死

ん

じ

ゃ

っ

た

ん

だ

・

・

・

」

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

フ

ラ

ッ

シ

ュ

バ

ッ

ク

 

 

雨

の

夜

に

峠

道

を

走

る

バ

イ

ク

。

カ

ー

ブ

に

さ

し

か

か

り

、

ス

リ

ッ

プ

し

て

ガ

ー

ド

レ

ル

に

ぶ

つ

か

り

、
崖

下

に

飛

ば

さ

れ

る

女

性

ラ

イ

ダ

ー

。

雷

鳴

と

閃

光

。

 

 

＊

 

＊

 

＊

 

 

突

然

、

ロ

ボ

ッ

ト

の

み

ど

り

の

全

身

が

、

淡

い

光

に

包

ま

れ

る

。

や

が

て

、

そ

れ

が

小

さ

な

光

の

集

合

に

な

っ

て

、

ゆ

っ

く

り

と

天

に

昇

っ

て
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行

く

。

ま

る

で

蛍

の

光

の

よ

う

な

、

幻

想

的

な

光

景

。

 

 
光

が

空

中

で

全

て

消

え

る

と

、

坂

上

の

腕

の

中

の

ロ

ボ

ッ

ト

は

、

動

か

な

く

な

り

、

急

に

重

く

な

っ

た

。
 

坂

上

「

逝

っ

た

の

か

・

・

・

」

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

を

抱

き

か

か

え

て

、

満

天

の

星

空

を

仰

ぐ

坂

上

。

と

、

そ

の

時

、

夜

空

に

花

火

の

華

が

咲

き

始

め

る

 

 

○

 

エ

ン

デ

ィ

ン

グ

開

始

 

 

○

 

大

学

の

グ

ラ

ウ

ン

ド

（

夕

）

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

ク

ラ

ウ

チ

ン

グ

ス

タ

ー

ト

で

待

っ

て

い

る

。

 

坂

上

「

位

置

に

つ

い

て

、

よ

ー

い

、

ド

ン

！

」

 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

１

０

０

ｍ

を

走

り

始

め

る

。
 

 

ロ

ボ

ッ

ト

、

ゴ

ー

ル

イ

ン

す

る

 

一

条

「
（

大

声

で

）

１

４

秒

７

で

す

」

 

坂

上

「

ま

あ

ま

あ

だ

な

」

 

中

之

条

「

何

は

と

も

あ

れ

、

学

習

記

憶

ユ

ニ

ッ

ト

の

デ

ー

タ

が

残

っ

て

い

て

助

か

っ

た

よ

。

こ

れ

で

１

年

分

は

時

間

が

短

縮

出

来

る

。

よ

し

、

今

日

は

こ

の

く

ら

い

に

し

て

お

こ

う

。

研

究

室

に

戻

る

ぞ

」

 

 

○

 

大

学

の

玄

関

（

夜

）

 

 

一

条

が

バ

イ

ク

に

乗

っ

て

通

り

か

か

る

 

一

条

「

先

輩

、

じ

ゃ

あ

、

僕

は

こ

れ

で

帰

り

ま

す

」

 

坂

上

「

お

お

、

じ

ゃ

あ

な

、

翼

。

気

を

つ

け

て

帰

れ

よ

」
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一

条

「

も

ち

ろ

ん

で

す

。

ま

だ

ロ

ボ

ッ

ト

に

は

な

り

た

く

あ

り

ま

せ

ん

の

で

。

じ

ゃ

」

 

 
バ

イ

ク

で

走

り

去

る

一

条

。

そ

れ

を

見

送

る

坂

上

。
 

西

（

o
f
f

）
「

お

待

た

せ

」

 

 

振

り

向

く

と

、

西

が

玄

関

か

ら

出

て

く

る

 

坂

上

「

じ

ゃ

、

帰

ろ

う

か

」

 

西

「

は

い

」

 

 

坂

上

の

腕

に

つ

か

ま

り

、

歩

き

始

め

る

。

 

 

○

 

研

究

室

（

夜

）

 

 

コ

ー

ヒ

ー

ミ

ル

や

ド

リ

ッ

パ

ー

の

置

か

れ

て

い

る

そ

ば

で

、

い

れ

た

て

の

コ

ー

ヒ

ー

を

飲

ん

で

い

る

 

中

之

条

「

う

ー

ん

、

今

日

も

い

い

香

り

だ

」

 

 

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

ん

で

、

 

中

之

条

「

こ

の

デ

ー

タ

を

使

え

ば

、

来

年

の

ロ

ボ

カ

ッ

プ

は

頂

き

だ

な

。

ふ

っ

ふ

っ

ふ

っ

ふ

。

は

っ

は

っ

は

」

 

 

○

 

大

学

駐

車

場

・

坂

上

の

車

の

車

内

（

夜

）

 

 

運

転

席

に

坂

上

、

助

手

席

に

は

西

が

乗

っ

て

い

る

 

西

「

結

局

、

あ

れ

は

霊

だ

っ

た

ん

で

す

か

ね

」

 

坂

上

「

さ

あ

、

ど

う

か

な

。

ロ

ボ

ッ

ト

が

光

っ

た

の

も

、

単

な

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

リ

ー

ク

だ

っ

た

か

も

し

れ

な

い

し

、

動

か

な

く

な

っ

た

の

も

、

単

に

燃

料

切

れ

だ

っ

た

だ

け

な

の

か

も

し

れ

な

い

。
で

も

」 

西

「

で

も

？

」

 

坂

上

「

何

か

が

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

・

・

・

何
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か

が

起

こ

っ

た

の

か

も

・

・

・

そ

の

方

が

夢

が

あ

る

」

 

西

「

そ

う

で

す

ね

」

 

坂

上

「

一

つ

確

実

な

事

は

」

 

西

「

確

実

な

事

は

？

」

 

坂

上

「

こ

こ

に

一

つ

、

奇

跡

が

起

こ

っ

た

」

 

 

そ

う

言

っ

て

、

西

を

見

つ

め

る

 

西

「

ま

っ

・

・

・

早

く

行

き

ま

し

ょ

」

 

 

そ

う

言

っ

て

視

線

を

そ

ら

し

、

窓

の

外

を

見

る

西

だ

が

、

ま

ん

ざ

ら

で

も

な

い

 

坂

上

「

よ

し

、

行

く

ぞ

っ

」
 

 

エ

ン

ジ

ン

を

ス

タ

ー

ト

し

、

ギ

ア

を

入

れ

、

発

進

す

る

 

 

○

 

研

究

室

（

深

夜

）

 

 

誰

も

い

な

い

暗

闇

の

深

夜

の

研

究

室

。

椅

子

に

ロ

ボ

ッ

ト

が

腰

掛

け

て

い

る

。
そ

の

姿

が

一

瞬

、

暗

闇

に

ボ

ー

ッ

と

光

っ

た

。

 

 

○

 

お

わ

り

 


